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○成果の概要

【緒言】
タンパク質と低分子化合物間の相互作用は、生命体

における機能性発現の重要な因子であるが、複雑で解
明は困難である。そこで、モデルを単純化して、「繊
維やその他の高分子材料に対する低分子の吸着」につ
いて、規則的な因子を見出し、分子レベルで解釈する
事を目的とした。具体的には、各種繊維と合成ポリペ
プチドに対する種々の有機化合物の吸着傾向を分析し
て、高分子の種類と吸着低分子の相関性を見出す事と
した。そこで、各種繊維に対して炭素数の異なるアル
コール、および通常の有機化合物の吸着を行い、繊維
の種類の識別の可能性を見た。さらに、ポリアミノ酸
を合成して、より微細な分子構造の違いによる吸着傾
向の違いを検討する。

【実験】
材料

繊維木綿、麻、羊毛、絹、レーヨン、アセテー
ト、アクリル、ナイロン、ポリエステル、ビニロ
ン。
ポリペプチドポリアミノ酸ポリグリシン、

ポリLアラニン、ポリLバリン、ポリ
Lロイシン、ポリLフェニルアラニン、
ポリベンジルLグルタメート、ポリベン
ジルLアスパルテート、ポリメチルLグ
ルタメートを、アミノ酸カルボキシAア
ミノ酸Aから金澤の固相重合法により合成し
た。

吸着物質アルコールメタノール、エタノー
ル、プロパノール他、ベンゼン置換体、アセトニ
トリル、ジオキサン、DM、デカンなど。

吸着実験特別設計の密閉容器の内部の底に各種
有機化合物を単独または混合物として入れる。容器
の上部中央に各種繊維またはポリペプチドを吊し、
有機化合物蒸気に℃で、所定時間主にさ
らした。吸着化合物を酢酸エチルで抽出し、ガスク
ロマトグラフィーz Gで分析し

た。高分子材料の表面積は、ガス吸着装置
Q AUOORBで測定した。

【結果・考察】
各種繊維の吸着特性
種類のアルコールの混合物からの各種繊維に対す

る吸着量をガスクロマトグラフィーで決定した。蒸気
圧の高い順序は、「メタノールエタノールプ
ロパノールプロパノールブタノール」で
あるが、吸着傾向は蒸気圧の高い順にはならない事か
ら、分子構造が関わると考えた。そこで、各アルコー
ルを単独で蒸気圧kP の状態として、繊維木綿、
レーヨン、ポリエステル、ナイロンに対する吸着量
を比較した。次のことがわかった。
⑴メタノールは各繊維に、最も多く吸着する。中で
も、レーヨンと木綿の親水性繊維には、ポリエス
テル、ナイロンと比較して、吸着量が多い。
⑵プロパノールの吸着量は、繊維によって差が
大きい。
⑶プロパノールはナイロンにのみ吸着量が多
い。

各種ポリペプチドの吸着特性
⑴各種アミノ酸残基によって、吸着特性は異なる。
⑵αらせん、βシート構造の違いが、吸着傾向
に反映される事がわかった。

以上の結果の解析は考察中である。

 特色ある研究の成果


